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ISPの提供するサービス

• インターネット接続サービス

• 上記に関連する基本サービス（DNS）など

• メール、セキュリティなどの利用者向け基本サービ
ス

• ブログや個人ホームページなどの利用者向けサー
ビス

• コンテンツサービス

• ホスティングサービス

• 会員管理

• 捜査機関などからの照会対応
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2011年４月

従来の（IPv4グローバルのみによ

る）接続サービスを提供 IPv6対応 新サービス（コース）を提供

この時点で従来の
接続サービスの新
規提供は終了

既存ユーザーに対し
ては従来のサービス
を継続提供

同時に提供されるIPv4アドレ

スはグローバル？プライベー
ト？ISPにより状況は異なる

ＩＰｖ６サービス提供開始時期のイメージ
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バックボーン網

データセンターデータセンター

IPv6対応でISPが対応しなければならない箇所
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ダイアル
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センター接続
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データセンター

アプリケーション

サービス

OS・サーバ

（ブロードバンド）アクセス回線網

外部コンテンツ利用者

IX
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インターネット接続

ISP-A
ISP-B
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外部提供サービス・コンテンツ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ナローバンド・
モバイル系

FTTH

他ISPと
の接続

ルータ

大規模なセンターの場合、数千台以上のルータとス
イッチなどのネットワーク機器で存在

アクセス回線
網との接続
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ISPのIPv6化対応（センター関連）

• ハードウェア
– ルータ、スイッチなどのネットワーク機器

• ソフトウェア
– OS
– ミドルウェア、データベース
– アプリケーション

• 社外から調達したもの
• 社内で製作したもの
• ユーザー向けサービスに関わるもの
• 課金やログ、会員管理など内部管理に関わるもの
• 経理システムなど社内向け

数年前より既にIPv6対応、た

だし一部はメモリーなどの
アップグレードが必要

数年前より既にIPv6対応、た
だしIPv6機能は止めている

ほとんど対応済み、ただしIPv6機能は

使っていない。一部未対応のも存在。対
応済みの場合もバージョンアップが必要

IPv6化にあたっては、個々の対応よりも検証、パフォーマンス

問題、バグの可能性などが課題 IPv6化することでハードソフトの

処理能力が低下する可能性

必要部分について
は計画を立てて対
応（改修）に着手済

基本的にIPv6対応するのはサービスに関わるフロント部分のみ
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IPv6に対応するサービスの優先付け

優先度高 優先度中 優先度低 備考

目安 基幹サービス、重
要サービス

新規サービス、一
般的なサービス

v6対応が遅れても

影響が少ないと考
えられるもの。

サービス例 DNS
法人向け

入会関係

メール

基本サービス

ブログなど

備考 2011年4月まで

に準備完了

2011年4月以

降も含め、順次
対応＋トランス
レータ対応

IPv6に対応しな

い、ないしは
サービス終了
（トランスレータ
対応含む）

新規に開発するサービスはデュアルスタッ
クでIPv6対応。既存のサービスについては

デュアルスタック化に改修、またはサービス
毎に設置するトランスレータで対応
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IPv6インターネット接続サービスの提供にはア

クセス回線網の対応も必要

サービス 対応時期

NGN

Bフレッツ系

フレッツADSL,ISDN

20011/4

？

NTT フレッツ

？

NTT以外のADSL ？

NTT以外のFTTH ？

CATV ？

ダイヤルアップ ？

固定系

？WiMAX

？携帯電話

？WiFi

？PHS

？BWAモバイル

現在、アクセス回線網でIPv6対応計画が公表されているのは
NTTのフレッツ光ネクスト（NGN）のみ

IPv6対応

について
は「不明」
「予定」
「検討中」
など
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外部のコンテンツ提供者の対応

主にISPにコンテンツを

提供する（中小）コンテン
ツ・プロバイダーの場合

どう対応してよいか分らない状態

一般の大手コンテンツ
提供者の場合
google, Yahoo!,Microsoftなど

独自計画で対応中か？
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2008 2013 2018

ユーザのIPv6移行イメージ

年度末

IPv6ネイティブはいつになったら提供できるか？
（IPv4はいつまで出さなければならないか？）

IPv4
IPv4+IPv6

IPv6

2011/4 ▲？
▲
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実現にあたり

ユーザからみて

• コストはどうなるか？
– IPv6はIPv4より高いか？

– IPv6+IPv4は？

– 移行費用は？

• サービスはどうなるか？

– ユーザからみてメリットは？

– プライベートアドレスではスペックダウン?
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利用者コストがIPv6移行動向に影響大

トンネル方式 ネイティブ方式

アダプタの
コスト（ユー
ザ負担）

NTT東西のNGNの場合２つの方式が存在。 ISPはどちらかを選択

相互接続の
IPv6部分追

加コスト
（ISP負担）

ネイティブ方
式接続部分
のコスト（接続
ISP経由ISP

負担）

ISPにとっては、
NTT東西との

接続で従来の
IPv4部分のコ

ストに加え更
にIPv6対応部

分のコストが
発生する。し
かしISPの負

担増の部分を
ユーザに転嫁
できるかどう
かは不明

図は2009年5月26日 総務省報道発表東日本電信電話株式会社及び西日本

電信電話株式会社の第一種指定電気通信設備に関する接続約款の変更案に
対する意見募集 別紙１（概要）より抜粋
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• 2008年5月13日 日本電信電話株式会社 決算発表資料「サービス創造グ

ループを目指して ブロードバンド・ユビキタスサービスの本格展開」は光サービ

スユーザの既存IP網からNGNへのマイグレーションについて、2010年度以降に

計画的マイグレーションを本格化して、2012年度末を目途に完了と説明。

• 2010年度は光2,000万契約で概ね半数をNGN収容としている。*

• ISPにとって、IPv6利用者増大への最大の要因はNTT東西のNGNの新規加入

とマイグレーションの動向と思われる。

NTT東西のフレッツの動向が重要

*ただしその後、同社は2009年5月13日、2010年度時点での

光ファイバー回線「フレッツ光」の加入者目標について、従来

目標としていた2000万件が困難であるとする見通しを発表。
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• 一般利用者からすると、インターネット利用にあたって自分に
割り当てられたIPアドレスがIPv4かIPv6か、あるいは利用し
ようとしているサービスがIPv6に対応しているかどうかは意

識していない。（意識しないで済むのが理想）

• しかし、2011年4月を境として、一般利用者に割り当てられる
IPアドレスはIPv4グローバル（以下G）から、加入している
ISPとそのインフラにより色々なパターンに分かれる。

利用者から見てどうなるか？IPアドレス

2011年4月

IPv4(G)のみを利用

•IPv4(G)のみを利用

•IPv4(G)+IPv6を利用

•IPv4(P)+IPv6を利用

•IPv6のみを利用（IPv4利用にはトン

ネルが必要）

利用者のIPアドレス

のパターンが複雑化

これにより、利用できるサービスに差異が生じる恐れ
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デュアルスタック以外の対応方式

• トランスレータを利用した解決
• 製品としては国内ベンダーから出荷が始まった
• IPv6ユーザーにIPv4サーバへのアクセスを提供

• あるいはその逆
• 暫定解としてはあるかもしれないが、永久的な解決にならず。
• ネットワーク内で汎用なものを提供しても難しい（http,ftpといったプロトコ

ル毎に提供する必要）
• ALGと組み合わせてサーバー側に置くのが適当

• 最近のホームページは複数のサーバーから提供される複雑な動的な内
容なので、ネットワーク上のトランスレーターでは対応できない。（ただし、
検証が必要）

• 製品の詳細の仕様がまだ分らないので、具体的にどうしたらよいか分ら
ない状況。

早く製品を入手して検証する必要。
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IPv6ネイティブ利用者の場合の制限と負担

• IPv6アドレスのみで利用しようとすると、IPv6対応済
みのサービスと対応しないサービスで利用にあたっ
ての差異が生じる恐れ

• IPv6を利用する場合には、HGW以外にも家庭内に
設置されたホームルータも原則交換が必要

• 更にDS-LiteなどIPv4をIPv6上のトンネルで利用す
る場合は、対応したホームルータが必要となる。
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ニフティのIPv6移行暫定スケジュール

2009/1Q 2009/2Q 2009/3Q 2009/4Q 2011/上2010/下2010/上 2011/下

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

サービスの動作検証

内部Dual
化

サービスエンハンス
（対応）

既存基幹ネットのIPv6化

一部サービ
スにてIPv6

公開

現在はＣＭＳによる検証
ＩＳＰサービスについても計画中

対応優先度・時期
DNS、ほか

ｾ
ﾝ
ﾀー

デュアルス
タック完了

トンネルによるIPv6の提供

国内ピアリング

IX接続Dual化 トランジットDual化

接
続

サ
ー
ビ
ス

フレッツ東西
ＡＤＳＬ・ＦＴＴＨ アクセス事業者の対応と同期
モバイル （随時アップデートしていきます）

大規模NAT検討

移行
方針案提

示

ｻー
ﾊ゙

・ﾈｯ
ﾄﾜー

ｸIP
v

6R
eady

サ
ー
ビ
ス

検証環境整備

IP
v

4
枯
渇
見
こ
み

N
G

N
上
の
提
供
方
式
決
定

IP
v

4
枯
渇
想
定

サービスエンハンス
（対応が必要）

一部サービ
スにてIPv6

公開

DNS、ほか

フレッツ東西
ＡＤＳＬ・ＦＴＴＨ アクセス事業者の対応と同期
モバイル

N
G

N

に
お
い
て
新
規
ユ
ー
ザ
に
対
しIP

v

6
提
供
開
始
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